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地球流体のデータ公開から検索，可視化，知識の有機的集積まで: Gfdnaviの開発
Geophysical fluid data publication, search, visualization, and interactive knowledge accu-
mulation: Gfdnavi
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今日，地球流体のデータの多くはインターネットで流通する．データの生産者，あるいはデータセンターがデータを
公開する場合，ファイルでダウンロードできるようにするだけでなく，可視化済みの画像も提供したり，簡単な可視化機
能をつけることも多くなっている．これはデータの選別や「様子見」には多大な威力を発揮するが，自由度が低く本格
的なデータ解析に直接はつながらないことが多いであろう．

我々は以前よりオブジェクト指向によるデータ解析の共通インフラの整備を唱え，Rubyで実践してきた（地球流体電
脳 Rubyプロジェクト）．現在，多様なファイル形式，次元性，サンプリングのデータが，Rubyにより統一的に解析・可
視化できるようになっている．このインフラと，近年発展著しいWebアプリケーション構築技術を組み合わせれば，こ
れまでにない自由度の高いデータサーバ構築ツールを作れるはずである．このように提案して５年前より開発に着手し
た（堀之内ら，2006,地球惑星合同大会）．

その結果開発されたデータサーバ構築ツールGfdnaviは，対話的に解析可視化できるデータ公開サーバの手軽な構築か
ら個人のデータ管理までカバーする．Gfdnaviはシステム上の指定された箇所をスキャンしてメタデータを自動抽出し，
ディレクトリ構造ごとデータベース化して検索と利用に供する．WebブラウザでGUIが利用できるだけでなく，GUI操
作からプログラミングへの移行もサポートする．サーバ間連携機能も有する．

ところで，可視化は科学的生産活動のゴールではない．知識は文書として発信される．そこで我々は，解析結果をもと
に文書を作成し保存する機能をGfdnaviに付与した．文書に含まれた描画を再現するリンクを自動生成することで様々な
付加価値が生まれた．たとえば，少し条件を変えて再描画することなどにより内容の検証や深化がしやすくなった．動
的な形での研究成果の発信 (PR)や，実践的なノウハウを伝える文書作成にも適する．さらに，文書にコメントをつける
機能により，共同作業のベースとしても使える．このような機能の導入には広く意義があり，今後は異なるシステム間
の連携も望まれるであろう．

Gfdnaviの開発にあたっては様々な問題に直面した．現在も問題が多く残っており，計画しつつ未実装な機能も多い．
講演では問題点についてものべ，議論したい．
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